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　　私たちは看護婦よ…？

　7月2日（日）、ユーモールにおいて行われた1

「エンジョイからおけ祭」には約300人の来場者

が歌に酔いしれていました。

　中には、会場内が笑いの渦に巻き込まれる

すばらしいものもありました。
この広報紙は、再生

紙を使っています。
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◆投票の方法

　　・県選出議員選挙　　　　　　候補者個人に投票します。

　　　　《候補者の個人名をはっきりと》’

・比例代表選出議員選挙一一→政党等に投票します。

　　《政党等の名称（または略称）を》
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勺
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県選出議員選挙の投票用紙は

　　　薄い薫色です。

比例代表選出議員の投票用紙は

　　　　自色です。

　　　　　　　　o

♂◎6．．

猿。慾彪。

響　　・…’

名

　の　　　　ドド　ロロじ
づ　　　り　　　　　　の

県選出…韻

選挙

歓
党
名

コ
『
2

～
｝
｝

（
J
f
）

ノ
‘
吐

廷
ぶ

螺

◆不在者投票

　　投票日に所用などで投票所へ行けない場合は、その理由を記載した「宣誓書」を提出して中里・

村役場3階選挙事務室において7月22日出まで不在者投票をすることができます。

　　印鑑を忘れずに／

　　不在者投票の取り扱いは、選挙管理委員会で土曜日、日曜日を問わず毎日午前8時30分から

午後5時まで行っています。

◆住所移転者の投票

　　平成7年4月6日以降に他市町村から中里村に転入してきた人は、前の市町村で投票すること．

　になります。
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，』繋切な蜘票毫す5

◆投票場所と投票時間

次のとおり投票時間の繰り上げのある投票所があります。

入場券の時間と投票所をこ確認の上、なるべく早く投票しましょう。

第4投票区

第5投票区

第8投票匿

第泌投蒙匿

　　　　一＝一　1　　＝：
　　　ワ　■　　口　　　二

清津峡小学校
清津峡小土倉分校

田代生活改善’tzンター

清田山集会センター

　　▼■1　．　　プ　ワ卿：。・

角間、葎沢、小出

土倉、倉下

田代

清田山

第8投票匿

　　　ワ’＝一1己＝

東田尻集落開発センター

＝　　1　　　　　　》　1　　　　プ　》●：’・

　　　　　　　　●

　　　東田尻、西田尻、西方

第灘投票区 重地構造改善センター 重地、下山

第灘投嚢区 東田沢構造改善センター 東田沢、豊里

第1罐投票区 市之越農作業休養施設 市之越、鷹羽

第総投嚢区 新里集落センター 原町、新里

一
　
　
論
第

1投票更

　　　ワー：’1尚

中里村総合センター

：　　1　　　　　》o　l　．　　‘　）一＝一・

　　　芋沢、田沢、如来寺、桂、上山、田中、小原、

　　　干溝、荒屋、山崎、通り山、桔梗原、芋川新田

第逡投票匿 高道山小学校 高道山、朴木沢、朴木沢新田、白羽毛、程島

簾壌投票盤 倉俣集落開発センター 倉俣、芋川

第醗獲票賎 本屋敷集会所 新屋敷、本屋敷、堀之内

第鞄投蒙匿 宮中集落開発センター 宮中

◆投票には入場券を忘れずに1

　入場券が届かなかったり、入場券を無くした場合でも、選挙権があり選挙人名簿に登録されて

いる人は1、投票できますので投票所で係員に申し出てください。

3 広報なかさと 平成7年7月10日
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一
、
試
験
区
分
、
職
種
、
受
験
資
格
、

　
採
用
予
定
人
員

・
試
験
区
分

　
　
初
級
試
験

・
職
　
　
種

　
　
一
　
般
　
事
　
務

・
受
験
資
格

　
昭
和
姐
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

53

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
も
の
。

・
採
用
予
定
人
員

　
　
若
　
干
　
名

・
中
里
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か

ら
2
年
を
経
過
し
な
い
者
。

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
そ
の
政
党

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は

こ
れ
に
加
入
し
た
者
。

二
、
試
験
の
日
時
、
場
所

第
騨
次
試
験

日
時
　
9
月
茸
日
㈲

　
　
　
　
受
付
開
始
　
午
前
9
時

　
　
　
　
試
験
開
始
　
午
前
憩
時

会
場
　
長
岡
市
南
町
2

　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

第
二
次
試
験

日
時
　
憩
月
下
旬
～
n
月
上
旬

　
　
　
日
時
は
第
一
次
試
験
の
合

　
　
　
格
者
に
通
知
す
る
。

会
場
　
中
里
村
役
場

三
、
試
験
の
方
法

第
醐
次
試
験

　
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
恥

て
、
高
校
卒
業
程
度
で
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
並
び
に
作
文
試

験
、
事
務
適
性
検
査
を
行
恥
ま
す
。

第
二
次
試
験

　
第
一
次
合
格
者
に
対
し
て
面
接

試
験
と
身
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

※
欠
格
条
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
も
の
。

・
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
。

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

　
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
、
そ

　
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

　
る
ま
で
の
者
。

四
、
合
格
の
発
表

　
第
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
1
0

月
下
旬
、
最
終
合
格
者
に
つ
い
て

は
、
U
月
下
旬
に
中
里
村
役
場
掲

示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
合
格
者
に

通
知
し
ま
す
。

夢

■ロ
、

■
I
I

◆
受
験
申
込
書
の
請
求
先

中
璽
村
役
場
　
総
務
課
人
事
係

　
〒
9
4
⑲
ー
雛

　
新
潟
県
中
魚
沼
郡
中
墨
樽
大
字
田
沢
認
馨
愛
3
3

◆
申
込
み
方
法

　
　
受
験
零
込
書
に
所
要
事
項
を
認
入
、
揮
印
し
、
写
糞
《
縦
蓬
翻
園
．
横

’
3
0
瞭
）
一
枚
を
貼
り
、
他
に
二
枚
を
添
付
し
て
中
塁
村
役
場
総
務
諜
火

事
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
聞

　
、
平
成
7
年
7
月
聾
日
㈱
か
ら
平
成
7
年
＄
月
蜷
瞬
㈱
該
癒
．

　
　
郵
送
の
場
合
は
書
留
郵
便
と
し
、
8
月
路
田
ま
癒
に
消
邸
の
あ
る
も

’
の
に
限
璽
受
け
付
け
ま
す
、

◆
そ
の
他

　
　
受
験
票
を
9
月
蟄
日
頃
ま
で
に
郵
送
す
る
の
で
、
試
験
当
籔
必
謙
持

参
す
る
こ
と
。

　
　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
・
中
塁
村
役
場
　
総
務
課
に
照
会
態
癒
く

　
だ
さ
い
。

T
E
L
（
0
2
5
7
）

織
〉
3
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黛
）
歪
－
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塗

（
内
線
驚
1
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）



灘
難

陶一

魁
大
池
「
自
然
観
察
交
流
広
場
み
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
乞 ／／

輪

　
　
ロ

〉
テ
ー
フ
カ
ツ
ト

蠣
鞭

　
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
重
地
大
池

「
自
然
観
察
交
流
広
場
」
の
竣
工
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
6
月
2
8
日
㈱
、
現
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
こ
の
施
設
は
、
重
地
集

落
か
ら
清
田
山
集
落
に
行
く
途
中
に

完
成
し
た
も
の
で
、
池
の
周
り
に
は

木
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
他
、
多
目

的
広
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
管
理
棟
も
あ

り
シ
ャ
ワ
i
室
、
休
憩
室
が
設
備
さ

　
　
燃
｝

　
　
　
　
　

　
　
　
　
繕

　
　
　
　
　
蜷
灘

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
重
地
大
池
の
周
辺
に
は
貴
重

な
動
植
物
（
ジ
ュ
ン
サ
イ
、
ト
キ
ソ

ウ
、
タ
ナ
ゴ
、
ヌ
カ
エ
ビ
、
カ
ラ
ス

貝
、
オ
オ
フ
ラ
ト
ン
ボ
）
等
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
自
然
観
察
に
は
最
高

の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
7
月
2
日
印
に
は
、
「
と
き
め

　
　
　
　
　
　
　
（

、
き
ジ
ョ
イ
ン
ト
ー
N
重
地
大
池
」
が

行
わ
れ
約
五
〇
〇
人
の
人
出
で
賑
わ

▲室内一

っ
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
下
町
芸
人
衆
大

芸
能
大
会
が
行
わ
れ
、
南
京
玉
す
だ

れ
、
ガ
マ
の
油
売
り
や
バ
ナ
ナ
の
叩

き
売
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
り
、
と

き
め
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
や
「
な

か
さ
と
物
語
」
の
講
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
「
重
地
大
池
び
っ
く
り

鍋
」
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
、
来
場
し
た

人
た
ち
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

縢
　
醐
羅

▲ジャンケンポン勝った！

〈
記
念
撮
影
「
ハ
イ
！
ポ
ー
ズ
」
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開記
催念6
垂弱記胆
寿則念沢
0鐙式小
髄典学
韓が校

　　　行創

　　　れ百

　　　る二

　
式
典
で
は
広
田
実
行
委
員
長
、
山

本
村
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
た

あ
と
、
百
二
十
年
の
歩
み
と
題
し
て
、

児
童
が
創
立
か
ら
の
歩
み
を
演
劇
に

し
た
り
、
言
葉
に
し
て
掛
け
合
い
を

行
い
、
途
中
に
中
里
村
の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
「
夢
の
つ
ば
さ
」
、
「
ポ
プ
ラ

会
の
う
た
」
を
入
れ
、
最
後
に
「
田

沢
小
学
校
の
子
供
で
あ
る
と
い
う
誇

り
と
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
輝
く

伝
統
を
胸
に
ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち

は
、
や
さ
し
く
、
か
し
こ
く
、
た
く

ま
し
く
、
明
日
に
向
か
っ
て
す
す
み

ま
す
」
と
声
高
ら
か
に
喜
び
の
言
葉

を
述
べ
、
母
校
を
た
た
え
校
歌
を
歌

い
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　懸
　　　
紬

鵬

蝋鮒

　　藝　難嚢

霞
羅
，
礁
闘
謹
蹄

き
ホ
き
き
き

　
　
　
琶
　
襯

　
　
　
　
肇

大
道
芸
と
山
菜
と
地
酒
の
集
い

　
　
　
”
中
里
村
と
下
町
の
交
流
会
”

ノ

／／．／

一一ぜ、舅1う景
　　く　『ミ
　♂‘ρ　　ノー一哺

　ノ
　・』コ　　レ
1　一，／　＼

．1／房／’

　　層

a　～遭
　づ
議、

J
　」》㌧

て　　」3の
　ご＾～　・

　
「
大
道
芸
と
山
菜
と
地
酒
の
集
い
」

と
題
し
て
、
中
里
村
と
下
町
と
の
交

流
会
が
7
月
1
日
午
後
7
時
か
ら
ユ

ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
企
画

集
団
（
南
雲
一
男
会
長
）
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
1
5
年
前
の
、
浅
草
三
社

御
輿
来
村
以
来
、
数
々
の
交
流
を
重

ね
て
き
た
東
京
下
町
の
皆
さ
ん
と
、

今
年
村
制
施
行
4
0
周
年
を
記
念
し

て
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
よ
う
と
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〃
　　　　　アロし

　響贈　、覧ド　　　　　　　　コ

・r・㌧・心ズ、

o

＼
＼

」

長寿社会
交通安全セミナ

灘灘灘
袋
轟
震
萎

撫
難
・　雛灘

　
7
月
5
日
㈱
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
お
年
寄
り
九
十
人

が
参
加
し
て
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
最
近
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
中
で
も
お
年
寄

り
の
交
通
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
開
催
さ
れ
た
も
の
で
参
加
者

は
熱
心
に
講
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
講
話
で
は
、
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
の
阿
部
事
務
局
長

が
「
自
分
の
身
体
を
よ
く
し
る
こ
と
、
自
動
車
の
特
性
を
し
る

こ
と
、
歩
行
す
る
と
き
や
二
輪
車
に
乗
る
と
き
等
の
方
法
」
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
後
、
倉

俣
駐
在
所
の
岡
田
巡
査
が
お
年
寄
り
に
交
通
安
全
の
た
め
の
お

願
い
を
し
ま
し
た
。

　
交
通
死
亡
事
故
は
6
月
末
現
在
、
県
内
で
二
二
五
人
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
て
の
増
加
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
ニ
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が

交
通
事
故
と
い
う
悲
惨
な
め
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

》
フ
。

　
同
会
に
は
、
下
町
か
ら
の
参
加
者

五
十
六
人
を
含
む
約
二
百
人
が
参
加

し
、
山
菜
料
理
を
食
べ
な
が
ら
酒
を

汲
み
交
わ
し
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
田
辺
一
鶴
師
匠
に
よ
る

講
談
「
中
里
も
の
が
た
り
」
や
村
井

し
げ
る
氏
に
よ
る
な
つ
メ
ロ
、
そ
の

他
に
、
が
ま
の
油
売
り
や
南
京
玉
す

だ
れ
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
な
ど
、

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
大
道
芸
を

中
心
に
沢
山
の
芸
が
演
じ
ら
れ
ま
し

た
。　

な
お
、
こ
の
下
町
の
大
道
芸
人
の

皆
さ
ん
は
、
翌
日
行
わ
れ
た
重
地
大

池
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
、
大
道
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。
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中
里
村
消
防
ポ
ン
ブ
操
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
競
技
大
会
行
わ
れ
る

　
7
月
2
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
i
前

に
お
い
て
中
里
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操

法
競
技
大
会
が
各
分
団
よ
り
ニ
チ
ー

ム
ず
つ
の
八
チ
ー
ム
で
競
技
を
行
い

ま
し
た
。

　
競
技
を
行
っ
た
チ
ー
ム
は
、
競
技

大
会
前
よ
り
練
習
に
練
習
を
重
ね
た

チ
ー
ム
で
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き

と
放
水
ま
で
の
操
法
の
早
さ
は
、
み

ご
と
の
も
の
で
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
す
ば
ら
し
い
競
技
の
中
、

厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
、
結
果
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
地
域
を

守
る
た
め
に
訓
練
を
か
さ
ね
火
災
予

防
に
万
全
を
き
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　纒　　　　　　　稀閣
轟豊

鞭》

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
も
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

》
フ
。　

な
お
、
一
位
に
な
っ
た
宮
中
チ
ー

ム
は
、
7
月
1
6
日
に
行
わ
れ
る
中
魚

沼
地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

に
既
に
決
ま
っ
て
い
る
自
動
車
ポ
ン

プ
上
山
チ
ー
ム
と
一
緒
に
参
加
し
ま

す
。◆

競
技
大
会
結
果

団
体

　
一
　
位
　
宮
　
中
チ
ー
ム

　
ニ
　
位
　
田
　
代
チ
ー
ム

　
三
　
位
　
臼
羽
毛
チ
ー
ム

個
人
賞

　
指
揮
者
宮
中
吉
楽

　
一
番
員
田
代
滝
沢

　
二
番
員
　
新
屋
敷
　
羽
鳥

　
三
番
員
　
宮
　
中
　
村
山

貴敏清隆
一之光志

σ

合同竣工式大規模籾乾燥調整施設
切花・球根貯蔵出荷施設

　
6
月
1
3
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て

「
大
規
模
籾
乾
燥
調
整
施
設
、
切
花
・

球
根
貯
蔵
出
荷
施
設
」
の
合
同
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
平
成
6
年
に
着
工
し
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
も
の
で
す
。
式
典

で
は
高
橋
組
合
長
が
「
農
産
物
の
自
由

化
に
さ
ら
さ
れ
る
中
、
こ
の
施
設
が
大

き
く
中
里
村
の
農
業
に
寄
与
す
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
乾
燥
施
設
は
、
火
力
を

使
わ
ず
に
自
然
に
近
い
乾
燥
を
す
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

続
い
て
山
本
村
長
が
「
こ
れ
か
ら
の
農

業
の
活
性
化
を
図
る
に
は
施
設
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
施
設
を
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
大
変
で
は
あ

る
が
一
致
協
力
し
て
農
業
の
振
興
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
籾
乾
燥
調
整
施
設
は
最
新
鋭
の
D
A

G
（
ド
ラ
イ
・
エ
ア
ー
・
ゼ
ネ
レ
ー
タ

ー
）
累
積
貯
蔵
乾
燥
シ
ス
テ
ム
で
火
力

を
使
わ
ず
に
一
定
の
温
度
の
乾
い
た
空

気
を
送
っ
て
自
然
に
乾
燥
す
る
新
し
い

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
中
里
村
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
も
更
に
品

質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
切
花
・
球
根
が
貯
蔵
施
設
の

完
成
に
よ
り
出
荷
時
期
等
が
調
整
さ
れ
、

切
花
・
球
根
等
の
事
業
拡
大
が
進
め
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

謹

大規模籾乾燥調整施設切花・球根貯蔵出荷施設

平成7年7月10日広報なかさと7



中
魚
沼
地
区
少
年
野
球
大
会
開
か
れ
る
〃

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
6
月
1
7
日
出
、

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
田
沢
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
中
魚
沼
地
区
少

年
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
川
西
町

の
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
チ
ー
ム
が
み
ご
と

優
賞
し
ま
し
た
。
中
里
村
か
ら
は
倉

俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー

ズ
の
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
る
中
、
観
客
席
で
は

駆
け
つ
け
た
父
母
が
盛
ん
に
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
惜
し
く
も
決
勝

進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
決
勝
戦
は
川
西
町
の
橘
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
と
津
南
町
の
芦
ケ
崎
ジ
ュ
ニ
ア
ホ

ー
ク
ス
で
争
わ
れ
打
撃
戦
の
末
、
大

差
で
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
勝
ち
、
中
越

大
会
に
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
。

二一◆
位位結

四三
位位

果橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
（
川
西
町
）

芦
ヶ
崎
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
ホ
ー
ク
ス
（
津
南
町
）

倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

灘
灘
．
購

灘
　
鰍

嚢雛難鰯垂嚢鐵
竃臨窪．．一
覇轟．鍵、鰯轟雛

≡
二
一
≡
一
一
一
一
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
二
一
一
一
一
≡
一
＝
≡
≡
≡
一
三
一
一
二
一
一
三
一
≡
≡
三
≡
一
≡
…
一
≡
…
一
三
　
≡
≡
≡
…
≡
一
一
一
≡
…
≡
三
三
一
＝
一
≡
…
≡
≡
三
一
二
一
≡
≡
三
一
＝
…
一
｝
一
一
二
＝
一
…
一
≡
二
一
二
一
…
≡
二
≡
≡
一
二
一
≡
≡
…
≡
三
一
≡
≡
≡
≡
一
三
≡
一
一
≡
…
≡

戦
溌
灘
欝
粉

　
　
遺
朦
繊
灘
継
ま
へ

　
戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
特
別

弔
慰
金
は
、
戦
後
五
十
周
年
に
あ
た

っ
て
、
国
が
改
め
て
戦
没
者
等
の
遺

族
の
方
に
対
し
て
、
弔
慰
の
意
を
表
，

す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
支
給
の
万
法

　
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人
に

つ
い
て
、
額
面
四
十
万
円
の
国
債
で

支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら
平
成
十

七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ
た
っ
て
毎

年
四
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

◆
支
給
の
条
件

　
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
満
州
事
変
（
昭
和
六
年

九
月
十
八
日
）
以
後
の
戦
没
者
等
の

遺
族
の
方
で
す
が
、
平
成
七
年
四
月

一
日
現
在
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

◆
支
給
の
対
象
者

　
特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次
に

記
載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順

序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
方
お

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
『
、
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
　
弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
の

　
受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

二
、
戦
没
者
等
の
子
。

三
、
戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に

　
し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父

　
母
④
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
、
養
子

　
縁
組
に
よ
り
平
成
七
年
四
月
一

　
日
に
氏
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は

除
か
れ
ま
す
．
）

四
、
三
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

　
父
母
④
兄
弟
姉
妹

五
、
一
か
ら
四
以
外
の
三
親
等
内

　
の
遺
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
ま

　
で
引
き
続
い
て
一
年
以
上
生
計

　
を
と
も
に
し
て
い
た
方
に
限
り

　
ま
す
．
）

◆
請
求
の
期
限

　
請
求
は
平
成
十
年
一
二
月
一
二
十
一
日

ま
で
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
請
求
し
ま

せ
ん
と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
窓
ロ

　
役
場
民
生
課
が
受
付
窓
ロ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
請
求
書
等
の
用
紙
は
受

付
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、
他

に
戸
籍
抄
本
等
も
必
要
で
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
民
生
課
福

祉
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大楽

ね

なさんの多

うしたいもな会

ド

・如日7月1

・会場中里中

傷
病
籔
灘
繍
顯
莚
麹
の
支
給

要
件
漉
縫
瀬
難
灘
繋
し
た

　
恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
7

月
1
日
か
ら
傷
病
賜
金
（
目
症
）
の

支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
下
士
官
以

下
の
旧
軍
人
で
、
公
務
に
よ
り
受
傷

し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
第
1
目
症

又
は
第
2
目
症
で
あ
る
方
に
、
傷
病

賜
金
（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
支
給
額
は
、

第
1
目
症
　
四
八
、
○
○
○
円

第
2
目
症
　
三
二
、
○
○
○
円
で
す
。

　
な
お
、
過
去
に
傷
病
恩
給
や
傷
病
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賜
金
を
受
け
た
賜
金
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
請
求
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

　
新
潟
県
民
生
部
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
援
護
恩
給
室

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
　
　
　
　
　
（
内
線
2
4
8
1
）

社
会
福
灘
藩
鞭
顯
萎
有
福

祉
会
』
旛
設
磯
罠
．
蓼
集

◆
募
集
職
種
、
採
用
人
員
、
受
験
資
格

・
看
護
婦
、
准
看
護
婦
　
二
名

　
昭
和
35
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
の
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦
の
免

許
を
有
す
る
者
（
来
春
免
許
取
得
見

込
の
者
を
含
む
）

・
寮
父
母
　
若
干
名

　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の
、
高
等
学
校
を
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者

・
運
転
手
兼
介
助
人
　
一
名

　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
、

自
動
車
運
転
大
型
免
許
を
有
す
る
者

・
調
理
師
　
一
名

　
昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の
、
調
理
師
免
許
を
受
験
申
込
書
提

出
日
ま
で
に
有
す
る
者

・
事
務
員
　
■
一
名

　
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の
、
高
等
学
校
を
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者

◆
試
験

　
第
一
次
試
験

日
　
時
　
9
月
1
7
日
㈲

　
　
　
　
受
付
　
午
前
9
時

　
　
　
　
試
験
午
前
1
0
時

会
　
場
　
水
沢
地
区
公
民
館

試
験
内
容

　
　
　
一
般
教
養
・
適
性
検
査

第
二
次
試
験
↑

期
　
日
　
1
0
月
17
日
㈹

　
　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
　
一
次
試

　
　
　
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
受
験
手
続
き

　
①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
②
卒
業

証
書
の
写
し
又
は
卒
業
証
明
書
③
免

許
、
資
格
を
有
す
る
証
明
書
の
写
し
、

又
は
自
動
車
運
転
普
通
免
許
書
取
得

計
画
書
④
返
信
用
封
筒
に
八
十
円
切

手
を
貼
り
、
住
所
、
氏
名
、
を
記
入

し
た
も
の

※
職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
役
場
民

生
課
又
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有

荘
」
に
あ
り
ま
す
。

・
受
付
期
間

　
8
月
1
5
日
か
ら
8
月
2
5
日
ま
で
。

　
郵
送
に
よ
る
申
込
の
場
合
は
、
8

月
2
3
日
消
印
の
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

◆
申
込
場
所
及
び
問
い
会
わ
せ
先

　
〒
9
4
9
1
8
5

　
十
日
町
市
大
字
新
宮
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
5
番
地
3

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」

　
盈
5
8
1
2
0
5
0

発⑳
　比嘉の一本松は、リュウキュウマツの中でも枝ぶりのすば

らしい大きな松です。

　このリュウキュウマツは、久米島一周道路の字比嘉から字

上阿嘉へ抜ける県道より奥に入った農道のすぐそぱに生えて

おり、一帯は丘状になっています。昔￥このリュウキュウマ

ツが生えている前万には農道があり￥農作業が盛んな時期は￥

農作業にいく途中や仕事の帰りなど￥必ず一本松の下に立ち

寄り世間話をしながら労をねぎらう農民がみられたそうです。

また、士砂崩れを防ぐために一本松のまわりをブロック塀で

囲みリュウキュウマツの保護に努めたといわれています。そ

れ以来、その保護と清掃作業が行われています・

　　　国民年金Q＆A

Q金難簾鱗羅灘灘轍鷺．
め《糖ま讐箆。簸鷲が嚇納あ饗巻掛儲捨《　1　ズ

　議灘譲漢、蕊載翻郷磯毅懇湘戴慧誕翻◎集闘と糠毅、集金懇受ける

の磁必要鞍蛎薙騰籔鶴蒸建繊巻蓬i籔蓬嶽η藻窟溺．㊨◎歳が窃蕊歳鰭類る

叢饗の關懸慧魏戴塗藩護葱鑓懸き1繋蝶の饗、護灘巻i翻駕載蕎猷25隼の

繋給資格鶏闘懇満艶嫌護覆解懸懸葛漢灘麟翻蒙塗。麟艶、平成繁隼違

潟漢爆、灘鱗一・衡歳蒙懇磁器集鑓満灘毅麟場奮滋ぽ．鱒歳ま：懸の闘磁騰

舘磁懸葛諜饗蟹編難霊纏錘慧癩戴繊る護葱藻羅き象誘。

　群叢勤難，羅、辮歳鎌鑛撚戴毬保険料懇納韻懇愚掛醗捨鷲磁鞍る蓬灘ま

灘鱗謙慧滋穫、灘譲灘の闘鰭欝繕薬慮の事故滋訪っ瀧場糞鷹ぽ、障害

墓i礎編幾轍逡族i墓礎鋳議の繋象磁懸懸麓謙載。麟き鞭縮、灘喫灘繋と保

険料懇紡繊鷲、隼登懇確鍵毅癒の磁態灘縁嚢。

平成7年7目10日広報なかさと9



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

猶
霧

魏葉メ真轟鑑舅認山、⑫

　お田さんと一緒に外で三輪車に

乗って遊びまわる元気な貴大くん

海
轟
簾
蒙
鞭
学
校
・

海
主
礫
聚
難
撰

　
　
　
　
裳
壁
嚢
集

◆
受
付
期
間

大
学
校
学
生

　
　
　
8
月
31
日
～
9
月
1
2
日

学
校
学
生

　
　
　
8
月
2
1
日
～
9
月
4
日

◆
採
用
予
定
数

大
学
校
学
生
　
　
　
　
　
　
五
〇
名

学
校
学
生

　
船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課
程
八
五
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
　
　
五
〇
名

　
海
洋
科
学
課
程
　
　
　
　
一
五
名

◆
受
験
資
格

　
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
（
大
学
校
学

生
は
昭
和
50
年
4
月
2
日
）
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

『
、
高
等
学
校
卒
業
し
た
者
及
び
平

　
成
8
年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
を

　
卒
業
す
る
見
込
の
者

　
ん
ん
な
　
　
て
の

　
や
遊
　
　
と
つ
く

　
　
　
　
嫌
こ
乗
一
丁

　
姉
よ
　
　
の
　
　
こ
す

　
　
　
仲
好
と
車
ブ
で

　
る
で
　
　
る
　
　
イ
う

　
　
　
人
ま
　
　
　
ラ
よ

　
て
　
　
物
て
　
　
ド

　
つ
と
　
　
　
　
　
こ
し

　
　
　
る
食
食
　
　
ち

　
こ
く
　
　
　
ん
つ
番

　
　
　
て
す
で
さ
こ

　
　
　
　
ま
ん
　
　
ち
今

す
保
帰
　
　
な
お

で
　
　
が
で
く
　
　
あ
が

二
、
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の

　
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
平
成
8

　
年
3
月
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学

　
年
の
課
程
を
修
了
す
る
見
込
の
者

三
、
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に

　
合
格
し
た
者
等
人
事
院
が
一
に
掲

　
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　
認
め
る
者

◆
試
験
目

大
学
校
学
生

　
第
一
次
試
験
　
1
1
月
．
4
日
ω

　
　
　
　
　
　
　
n
月
5
日
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
第
二
次
試
験
　
1
月
8
日
㈲

学
校
学
生

　
第
一
次
試
験
1
0
月
1
日
㈲

　
第
二
次
試
験
　
1
0
月
2
5
日
㈱

　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
2
6
日
㈲

◆
試
験
地

第
一
次
試
験

　
　
新
潟
市
、
金
沢
市
ほ
か
全
国
三

　
　
十
一
一
か
所

第
二
次
試
験
　
　
　
　
。

　
　
新
潟
市
ほ
か
十
一
か
所

◆
身
分
及
び
給
与

　
　
入
校
（
平
成
8
年
4
月
）
と
同

　
時
に
国
家
公
務
員
と
な
り
在
学
中

　
は
月
額
ニ
ニ
九
、
二
三
〇
円
（
平

　
成
6
年
度
現
在
）
が
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

◆
そ
の
他

　
　
受
験
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い

　
て
は
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
合
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
〒
9
5
0

　
新
潟
市
万
代
2
丁
目
2
番
1
号

　
　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
人
事
課

智
0
2
5
1
2
4
4
－
4
1
5
1

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
2
1
4
）

「
私
麟
謡
幾
層
濃
川

　
写
真
灘
馨
、
講
蒙
ト
』

　
　
　
　
　
　
擦
謡
雛
集

◆
募
集
作
品

璃欧瞬4餓磯油鰍窟』■暁」幽厭’劉暁’幽餉直薗畝蜜薗レ⊇幽匪翌』r’』畝’」甑盆劃甑’』賦’　　　　　　　a賦　　　　　　　期』r’姻甲胃岬曙亙4甲【－贈’4覆’ロ亙魯4

停電のお知ら慧
瀞碑油レ■幽レ∂瀞’油∂』m8魑齢’諭鹸ク幽賦’群遼繭墜准胤’揖漣繭サ’高騨差甜暁凋騨爾紺窟幽4掬騨蹴遭騨離掬騨幼胤蹴幽騨鍵灘’魯劉幽瞑盆誉盆

　次の弛域瀞縷電嬢な嬢謹鞍。

繕癬織囎

　　策醗罵の一都

拳擦電田勝

　　繋麗囲鱒難1

　　臨繭轡騰鉤灘轡

　　　　　蕪後鞭騰慧醗ま聾

　ら
らの
ノ

　
・
信
濃
川
及
び
信
濃
川
に
注
ぐ
川

　
　
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
。

　
・
未
発
表
の
も
の
で
一
人
三
点
以

　
　
内
と
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り

　
　
ま
す
。

　
・
印
画
紙
の
サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー
、

　
　
白
黒
と
も
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
四
ツ

　
　
切
り
ま
で
と
し
、
組
写
真
は
除

　
　
き
ま
す
。

◆
締
切
　
　
9
月
2
9
日
㈹

◆
発
表

　
　
入
賞
作
品
決
定
次
第
、
広
報
等

　
を
通
じ
て
発
表
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
入
賞
者
に
は
審
査
会
終

　
了
後
通
知
し
ま
す
。

◆
賞

・
最
優
秀
賞
　
　
一
点

賞
状
、
楯
及
び
副
賞
（
五
万
円
相
当
）

・
優
秀
賞
　
　
二
点

賞
状
、
楯
及
び
副
賞
（
二
万
円
相
当
）

・
北
越
建
設
弘
済
会
理
事
長
賞
一
点

賞
状
及
び
副
賞
（
二
万
円
相
当
）

・
入
選
十
六
点

賞
状
及
び
副
賞
（
三
千
円
相
当
）

◆
応
募
先

　
〒
9
4
0

　
長
岡
市
信
濃
1
丁
目
5
番
3
0
号

　
、
建
設
省
信
濃
川
工
事
事
務
所

　
　
　
　
　
占
用
調
整
課

　
盈
0
2
5
8
1
3
2
－
3
0
2
0

菊雛

聾

　
爺
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
7

献
血
騰
融
綴
粥
を
1

　
次
に
よ
り
献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。

愛
の
献
血
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．

◆
日
時
　
7
月
2
7
日
㈱

　
　
　
　
午
前
1
0
日
か
ら
1
2
時
受
付

　
　
　
　
午
後
1
時
か
ら
3
時
受
付

◆
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー
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寺
　
内
　
川
　
沢
　
間

来
　
之

如
　
堀
　
芋
　
芋
　
角

コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ

弥
子
雄
子
隆
子
久
子
巳
代

　
　
　
　
　
　
　
美

辰
陽
秀
節
正
博
恭
久
正
松

部
雲
雲
坂
木

服
　
南
　
南
　
保
　
鈴

モ
　
も
　
モ
　
て
　
モ

な
菜
　
お
穂
　
％
裕
　
朔
介
　
こ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
な
南

か
夏
　
な
菜
　
肋
貴
　
妨
優
　
か
可

沢
村
山
町
出
町
崎
町
屋
町

　
　
　
南
　
南
　
日
　
日

芋
栄
上
津
小
津
山
十
荒
十

芳
子
也
子
文
子
行
巳
志
美

　
奈

正
美
和
陽
寛
艶
徳
丸
泰
奈

島
原
部
本
本
澤
原
関
雲
津

太
桑
服
山
山
城
桑
小
南
大

｛
　
｛
　
｛
　
｛
　
｛

富　井　ト　メ　（85）　市之越

村山忠一（68）程島
中島梅野（72）本屋敷
桑原清忠（71）西方
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

　　村制施行40周年
　　　　『村の鳥』を募集します．
村では、村制施行40周年を記念しく村が更なる発展をすること、誇れる

郷土愛を持つ心を培うため「村の鳥」を制定することにしました。村制30

周年のときは、村の木と花を制定し、現在は、木が「スギ・ブナ」、花がヂユ

リ」となっています。

この40周年の節目に、更に村の象徴となる「村の鳥」が制定できるよう

に広く村民のさまから応募を募ることにしました。

皆さんからの沢山の応募をお待ちしています。

【応募方法割

・所定の応募用紙（ハガキ／を、全世帯に一枚配布しま、したが1一世帯か

ら複数の応募も可能です。応募用紙が必要な方は、役場総務課に用意し

てあります。

一一人一応募とし、村内に居住じている方を対象とします。

・応募用紙は、7月29欝までに投函してください。

・採用された方には記念品を差し上げます。

◆お間㌧、合わせ先　役場総務課まで。

　　二自分の健康管理に役立てましよう二

　　　基本健康診査事後指導会
6月14日～23日（6日間〉に実施しました基本健康診査の結果がでました。

健診結果の説明と今後の健康管理について、次により指導会を開催します。

自分ゐ健康のため、ぜひ出席してください。

また、国保の人間ドックを受診された方も、自分の健診結果を持参の上・

すすんで出席してください。

1．日時及び会場

2．持参するもの

日程表のとおり

健康手帳、筆記用具、その他（眼鏡等）

月　　田 受付時間 套　　　場 対　　象　　部　　落

7月2媚綿〉
午前9：00～11：00

田代生活改善センター 田代

清田山集会センター 清田山

午後1：30～3：30 重地構造改善センター 重地、下山

閑25鰍殉
午前9：00～11：00

貝野多目的センター 新屋敷、本屋敷、堀之内

宮中開発センター 宮中

午後1：00～3：30 倉俣集落改善センター 芋川、倉俣、原町、新里

驚織簾1（湘

午前9：00～11：00
高道山小学校 高道山、朴木沢、朴木沢新田、白羽毛、程島

市之越集会場 市之越、鷹羽

午後1：30～3：30 清津峡小学校 東田尻、角間、葎沢、小出、西方、西田尻

午後1：30～2：30 土　　倉　　分　　校 土倉

午後3：00～3：30 倉下冬期管理センター 倉下

7月27日（木〉
午前9：00～11：00 保健セ　ンタ　ー 芋沢、田沢、東田沢、如来寺、豊里、桂

午後1：30～3：30 保健セ　ンタ　ー 上山、田中、小原、干溝

7凋28日（金》
午前9：00～11：00 保健セ　ンタ　ー 荒屋、山崎、桔梗原、通り山、芋川新田

午後1：30～3：00 保健セ　ンタ　ー 上記日程で都合のわるい方

11　　　広報な：か閣さ1と　　　平成7年7月10臼



　7月10日～7月26日

カレンタ“一・

羽鳥睦美さん
集落新屋敷
昭和49年9月25日生まれ　20歳

青春してます

10（月）

子宮がん・乳がん検診　合上村病院
（D子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　14：00～14：30受付
三種混合　合保健センター
（914：00～15：00受付

11（火）
三種混合　合保健センター
⊂）14：00～15：00受付

パソコン教室　合中里中学校
㊤19：30～21：30

12ωO
三種混合　合保健センター
（D14：00～15：00受付
英会話教室　合総合センター
（D19：30～21：00

13休）

子宮がん・乳がん検診　合上村病院
O子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　14：00～14：30受付
三種混合　合保健センター
（⊃14：00～15：00受付

交通安全講習会　合貝野多目的センター
（D19：30～21：00

14（金）

妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科
㊤13：00～13：30受付
パソコン教室　合中里中学校
（D19：30～21：30
心配ごと相談（山田虎一）　合デイサービス
センター　①13：30～16：00
交通安全講習会　合倉俣生活改善センター
（D19：30～21：00

15仕）

16（日） 村民体育祭　倉中里中学校グラウンド

17（月）
子宮がん・乳がん検診　合上村病院
（D子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　14：00～14：30受付

18（火）

遊びの教室　合総合センター
（D9：30～10：00受付

生活環境講座　合総合センター
（D19：30～21：30
パソコン教室　合中里中学校
（D19：30～21：30

19ωO英会話教室　合総合センター
（D19：30～21：00

20休）

子宮がん・乳がん検診　倉上村病院
（D子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　14：00～14：30受付
みのり学園
交通安全講習会　合高道山小体育館
（D19：30～21：00

21働

2歳児健診（歯科）　倉保健センター
㊤13：00～13：30受付
パソコン教室　合中里中学校
㊤19：30～21：30
心配ごと相談（村山篤稔）　合デイサービス
センター　（D13：30～16：00

22（土）

幾1、
　ξ匪『輔　　　　’」　4　‘

参議院議員通常選挙投票日

24（月）

25（火） パソコン教室　合中里中学校
（D19：30～21：30

26ωO英会話教室　合総合センター
㊤19：30～21：00

※変藁離癒場糞翻毒鰻蒙齢。御翔爾際縁確認懸

　　　　　　　おねi藻欝桜ま鎌。

星座天秤座

スギ

血液型B型
身長154cm
睦美さんは現在、十日町市の吉

沢織物㈱に勤務しています。

今は、スポーツに熱中しており

バレ・一ボールとユニホッケーで汗

を流しているそうです。

休日は、友達とドライブにカラ

オケと楽しんでいるとのこと。

　「バレボールの人数が少ないの

でメンバーを募集しています。つ

いでに背が高くて力持ちの彼氏も

募集していま～すO」とさわやか
に答えてくれました。

⑭池田医院禅講

㊧中条病院禅講

㊧至誠堂医院響講

蒙

繊 　
　
　
灘

ん
ル

馳
麟

心
⑳

ラ
■
・
ぐ

噺
ー
い

薪し

暑
サ
ヒ

長
遭
つ
か
・
・
．

燈

哩
／
ぐ
厨

　
　
　
　
＼

￥
o

　
　
　
／

ゆ
つ
ほ
礁

こ
画
し
　
　
　
ρ

¢
れ
わ

　
こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
た
重
地

大
池
「
自
然
観
察
交
流
広
場
」
は

す
ば
ら
し
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
今
度
仲
間
を
募
っ
て
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
で
も
や
っ
て
み
た

い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
広
場
か
ら
清
田
山

自
然
運
動
公
園
は
近
く
、
こ
の
夏

に
は
、
両
施
設
が
大
い
に
賑
わ
い
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　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1．健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。．

数
　
ロ

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
「
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

9件

0人

11人

960日

6月末現在
（）は前月比

人ロ男3，341人（一4）女3，358人（＋1）計6，699人（一3）　・世帯数1，635（±0）
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